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は し が き

当所におけるアワビの種苗生産は､昭和 43年度よb始められ量産技術の開発が進められてきている

が､母月の飼育管理､初期稚貝の大量減耗等にいせだ解決されをい点が残されているo 今年度もこれら

の点に留意 し､採苗を行なったのでその経過お よび結果の概要 を報告するo

材料お よび方法

母 見

使用母月は第 1表に示 したとお

Dである｡ これ らの母貝はポ 1)寵

(30×50×25mL)に10-

15個休ずつ収容 し､室内コンク

リー ト水槽 (145×70×650

cnL)に垂下 して飼育した｡その後

成熟状況を観察 し､適宜産卵誘発

に供したo

成熟促進

昨年度の残存母月 (八戸､易国

間産)のうちから雄 26個体､雌

第 1表 使 用 母 見

種類 採 捕 場 所 飼 育 経 過 殻 長(C"i) 価 .数
合計

杏 ?エ ゾ 八戸､易国間､昨年度よb 8.5-12.0

60 55 115エゾ 尻屋､昨年度 よ9 5.

0-8.0 50 20 5]エソ● 43年度採苗

月 4.0-6.0. 25 25 50ク ロ 久大島､昨年度よb 12.0-

16.4 4 2 6合計 119 102 221

24個休の計50個体を選び､ポ

Igリ篭に10

-15個体ずつ収容して加温流水 (2トン/時)飼育 し

成熟促進を計った｡飼育水温は

第 1図に示すとおDであるo産卵

誘発産卵誘発は､ 6月29日から12月4日まで に15回行在ったo 2
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方法としては､直射日光のもとおよび日陰での干 出刺激 (30-120分) と､ 18-23℃よ922

-27.5℃-の温度反復刺激お よびこれらの併用刺激を行浸った.産まれた卵は､302パンライ ト水

槽で換水洗源を行ない､1トングイライト水槽および30.eパンライト水槽に収容し､僻化するのを待

ったo

浮遊幼生の飼育

浮上 した幼生はサイフオンで集め､1トンダイライ ト水槽､0.5トンポ リ水槽および室内コンクリー

ト水博 (145×70×650Cn)に収容し､軽 く通気をして飼育を行浸った｡飼育密度は､ 1トング

イライ ト水槽および0.5トンボ1)水槽では眼点の出現時まで1.e当た9400-1,000個体､出現後

は1.e当た bl00-500個体の密度で飼育を行在った｡室内コンク1)- ト水槽では 12当たb200

個体の密度で飼育を行をった｡

附着初期餌料の培養

採甫坂 (パンライト波板30×60cn､20×30m)2,500枚を流水中のコンク1)- ト水槽に垂

下し､桂藻を附着させたo

附着稚貝の飼育

幼生は前述の碇藻を附着させた採苗板に附着させた｡底生移行が終了した後は0･6トン/時の海水を

かけ流 し飼育を継続した｡その後殻長 6叩以上に達 した稚貝については遂次波板 よb剰離し､海藻を与

えて飼育 した｡

結 果

成熟促進

第 2表 成熟促進母月測定結果

第 1回測定結果 45.3.3- 第 4回測定結果 45.6.29 第 5回測定結果 45.7.2

0篭ノ佑 標識ノF6 戟 長 重 量 成熟皮 殻 長 重 量 増重且旦 成熟皮 性刺 穀 長 重 量 増

重A里 成熟皮 性別3(A 16 (cm) (9) 0 (cn) (g)

(9) 4 ? (m) (g) (9) 5 ? ■

9.5 122 9.9 145 25 9.9 140 1817 12.4 265 0 12.4 290 27 2 ? 12.4 261 _ 2

1 ?18 ll.4 190 0 ll.4 192 2 2 a

ll.4 174 _16 2 819 10.5 160 0 10.5

160 0 2 杏 10.5 162 2 2 杏グ 20 10.9 164 0 10.9 184 20 5 ? 10.9 172 8 1

?ノレー 21 7.8 75 0 8.0 95 22 4

a 8.0 86 15 5 8プ) 22 12.1 244 0
12.2 280 56 4 ? 12.2 257 15 5 ?25

7.5 54 0 7.5 70 16 5 杏 7.5 64 10 5 杏24 9.7

120 0 9.7 148 28 5 ? 9.7 157 17 1 ?25 10.7 140 0



第 1回測定結果 45.3.3 第 4回測定結果 45.6.29 第 5回測定結果 45.7.2

0亀偏 標識M. 殻 長 重 量 成熟度 穀 長 重 量 増重量 成熟度 性刺 穀 長 重仁量

増重量 成熟度 性別4(aグループ) 66 (cwl) (9) ,0 (cm) (9) (

5) 5 a (bwL) (9) (9) 5 杏

8.9 105 9.2 160 57 9.2 128 2567 10.2 154 0 10.5 196 42 4 ? 10.5 1

86 52 4 968 8.0 62 0 8.2 96 54 5

a 8.2 88 26 4 a69 ll.1 204 0 ll.1

228 24 4 ? ll.1 228 24 5 ?L70 9.8 124 0 9.8 158 54 4 ? 9.8 150 26 5

?71 10.7 174 0 10.8 200 26 4 杏 10.

9 192 18 5 杏72 9.9 128 0 10.1 166

58 4 ? 10.1 161 55 4 ?75 ll.0 165

0 ll.1 214 49 5 a ll.1 197 52 4 杏74 10.8 1

70 0 10.8 190 20 4 ? 10.8 170 0 4 ?75 10.5 157

0 10.4 170 55 4 ? 10.4 152 15 5 ?合計 100.7 1,421 0101.8 1,778 557 59 1

01.9 1,652 251 45-平均 10.07 142.1 010.18 177.8 55.7 5.9 10.19 165.2 25.1

4.58(Cグ 91 9.6 102 0 9.6 128 26 2

杏 9.6 124 22 5 a92 8.9 86 0 8.9 108 22

2 ? 8.9 104 18 5 ?95 10.6 150 q 10

.7 176 26 1 杏 10.7 194 44 2 杏95 l l . 5 192 0 ll.4 200 8 1 ? ll.4 240 48

1 ?ノレ 96 ll.6 248 0 ll.6 260 12 2 杏

ll..6 286 58 5 杏Iブ)合計 97 ll.7 198 0 ll.7 256

58 1 ? ll.8 224 26 2 ?98 10.8 145 0 10.8 164 21 5 ? 10.8 171 28 5

?99 9.7 100 0 9.7 120 20 5 杏 9.7 110

10 5 杏100 10.9 182 0 10.9 218 58 1

S ll.0 210 28 1 杏951 1,401 0 955 1,610 209 16 9551 1,665

262 21平均 10.57 155.7 010.59 178.9 25.2 1.8 10.61

184.8 29.1 2.5(註)成熟度 :生殖巣の肥満度を肉眼的観察によ90-5の6段階に

分類 したものである｡第2表に示されたとおbA､B両グループと天然海水温で飼育を行なったCグループ

の成熟度との間vcはかをDの差がみられ､一応A､ B両区の成熟は促進



7月 3日の産卵誘発および採苗経過は次のとおDである｡

7/ 3､ 10 :45- ll:45

11:45

12:45
1

13:20-13.:35

13:45- 13:50

14 :05-14:15

14.:30

15:30

採卵数 800万粒

18:30

19:45

21:40

24:00

7/ 8

7/ 10

7/ ll

第 3表 産卵誘発結果

直射日光のもとで干出

水温 17･9℃ 海水-浸せ き､止水に し､太陽熱による海水温の

自然的な上昇を期待した｡

水温 20.0℃

水温 21.0℃ 雄 3個体放精開始

2個体放卵

水温 21.4℃ 2個体追加放卵

水温 22.0℃

水温 21.8℃ 産卵誘発終了

受精率 90虜以上

16細胞期

3 2 〝

浮上開始

幼生分離､0.5トンポリ水槽､1トンダイライ ト水槽に収容し､

幼生の飼育を開始する｡

波板投入､附着開始

附着終了､流水飼育に切替える.流水量 0.6トン/時

周口殻形成､附着良好

月日 種類 母 負 数 誘 発 方 法

結 果占.29 エゾ 915 812 1hr干出+温度 rA].2- 26.8℃) 2個体少量放卵

､谷殆んどが放精7.5 〟 8 7 〝 r18.0- 22.0℃) 94杏5放精卵､採卵

数 800万粒､幼生500万7.27 〟 15 12 〝 r22.4- 24.1℃) 92

杏2放精卵､ 〝 400万粒､ 〝 25q万8.5 〟 8 7

n (2.6- 26.5℃) 91杏2少量放精卵8.ll 〟 15 120.5h斤 出

+温度 (22.6-27.0℃) 古2少量放精､放卵を し9.17 〟 26 24 1hr 干出+温度 (20.0-27.5℃) 谷4少量放精､放卵なし

9.18 〟 26 24温度のみ (19.0-22.5℃)放精卵なし9.26 〟 1

8 174 2 1.5hr干出+温度 (21.5- 25.0℃)9 182放

精卵､塊状卵1CI.■2 〟 自 然 産 卵 採集卵数 600万粒､

幼生杏形多 く飼育中止10.12 グロ 1hr干出+温度 rt9.2-25.0℃)放精卵を

し10.19 エゾ 20 20 〟 (18.a～ 24.0℃) 92谷5放精卵､採卵数

50万粒､幼生 50万10.20 〟 5 8 〟 (18.

5-20.8℃) 92谷4放精卵､ 〝 100万粒､ n 70万ll.16 〟 4 6

n (18.5- 25.Doc)放精卵なしll.50 〟 5 4 2hr干出+温度 (19.0- 25.7.C)谷 1少量



7月 27日の産卵誘発によって得られた浮遊幼生を使用L､眼点出現時までの密度別生残率を調べた

¢が第4表である.これでみられるとおb10O個/.e～ 400個/2/の間では余りその生残率に差が

み られないが､それ以上の密度では生残率が低下 してさておD､昨生皮の飼育結果か らみてもその飼育

密度は400個/.e以下におさえるべきであろ う.また､幼生の収容密度 と波板 (30×20(元)-の

附着数を調べたのが第 2図である｡ これでみられるとおり 150- 900個/ Lの間では少なければ少

な叫まど附着数が多いという傾向がみられた｡

第 4表 幼生の密度別生残率

㌻長 ヵ 月目の幼生密度＼ 7､27 7.28 7.

29100 100易 100

% 80感200 1

00 95 75300 100 91 80

400 100 96

75600 100

96 641,0

00 100 95 57附 着稚 貝 の飼育

附着稚貝の飼育水温は第 1図に示 .した

とおDであるo稚月の成長および歩留D

は第 3図に示すとおDで､7月 3日の産卵群は

35日間で穀長 1.4取払 70日間で穀長 4.

0m､歩留920虜､210日間で殻長2

･lc肌､歩留98感であったが､昨圧

と同様呼水孔形成期までの歩留Dが よくなか

ったOなお､第3図に示したとお9､ 10月 20

日産卵群の殻長は 2月現在で平均4.4

孤PTであるが､この殻長に達するのに7

月3日産卵群の時よDも約 1ケ月程多い日

数を要 している｡これは季節的にも日照量の

低下する時期に入D､

附着珪藻の増殖速度が鈍9餌科不足に陥いった

ためである｡昭和 46圧 2月現在､稚貝の殻

長は0.3～ 2･9C7n､総数は 4.6万個であJ'た. 2a) 4の

W抑L竺野馳蛾

第2図幼生密度と附着稚月量
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考察 および問題 点

成熟促進について

昨生産は 5月から加温流水飼育を行そったが自然海水温で飼育 した ものと余9差がみられなく､母月

の飼育方法および加温飼育期間に再検討の必要が認められた｡今年匿はこれ らの点に留意し､加温飼育

も早めに 3月よ.り行なった｡その結果､加温飼育開始後 4ケ月昌の 7月3日に第 1回の産卵をさせるこ

とが出来たO天然の産卵期は8､9月頃であり､ これに比べ約 1- 2ケ月程早い産卵 となる｡ しかL､

同じ飼育方法で天然海水温で飼育した母月の産卵は 10月 19､ 22日と天然 よb約1ケ月程遅れたO

このことは天然の環境 よりもかな9飼育環境が劣 っていたとい うことになる｡ この飼育方法の改善によ

ってはよD短期間における成熟促進が期待できよう｡また､日長効果の利用等 も検討 し､これ らを併用

することにより､効率的を成熟促進を行ないたいo

･浮遊幼生の飼膏について

100- 1,000個/Lまでの浮遊幼生の飼育密度と生残率については400個/L前後で歩留 Dに

差が出てきたO幼生の歩留Dの高低はその後の附着量､初期附着稚貝の襲死率にも関連 して くるとのこ

とで､幼生の飼育密度は 400個/L以下におさえるべ きであろ う｡

幼生の収容密度と附着量については､ 150-900個/Lの間では少なければ少な叫まどよいとい

う傾向がみられたが昨鑑と同様 200個/Lが一番よい附着を示した｡効率的に採苗するには幼生の収

容密度を 200個/L前後にするのが効果的と思われる｡ しか しなが らこの密度にはコレクターの総附

着面積､附着稚貝の摂餌量と附着任藻の増殖速度なども関係してくるので､これ も考慮に入れてなお適

正を密度を検討していく必要があろう｡

附着稚貝について

昨圧 と同様呼水孔形成期までの歩留Dが悪くこの原因究明とその対策が必要である｡
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